
禁煙事例紹介

岡山大学

調査の結果

健康教育の一環として

■図2：喫煙者における禁煙教室への参加希望

■図1：非喫煙男子の将来喫煙の可能性

　岡山大学の保健管理センターでは、1990年

から学生、職員に対して喫煙に関する実態調

査を行っている（表1）。2003年1月には、職員

を対象にした禁煙講演会と禁煙教室を開催

したところ好評だった。同年、学生を対象に

した禁煙教室を開催するため、喫煙の実態及

び禁煙意欲などの事前調査を行った。

　2003年度定期検診受診の昼間部学生と大学院

生合計6,388人（男3,391人、女2,997人）を中心に、

同年健康受診職員728人（男496人、女232人）も加

えて調査を実施。定期健康診断問診票に設問を入れ健康診断時

に回収した。

　調査の結果、今までに一度も喫煙したことがない学生のうち、

将来絶対に吸わないと答えた人が83%、ほぼ吸わないが13%と合

計96%の学生が将来の喫煙の可能性を否定した。一方、過去に吸

っていたが現在は吸っていない学生のうち、絶対に吸わないが52%、

ほぼ吸わないが33%と答えたが、15%の学生は将来の喫煙の可能

性を示唆していた。

　「将来喫煙する可能性が高いのは喫煙経験学生であることが

わかり、たばこに関する保健活動については、喫煙学生と喫煙経

験学生を重点的に教育指導することが大切である」と、岡山大学

保健管理センターは報告している。

　岡山大学では健康診断も教育と考え、保健師、栄養士、医師が

受診に来る新入生（受診率98%）全員に面接し、一緒に健康や生活

を考える機会にしている。同大学保健管理センターの絹見佳子

氏は、「健康教育に取り組んでいくなかで喫煙問題は非常に重要

であると考えました。そこで健康診断の問診をまとめて発表し

たのがこの実態調査です」と語る。

　同大学では戸部和夫教授を中心に禁煙講演会や禁煙教室など

を積極的に行っている。喫煙学生に対して禁煙教室への参加希

望を調査したところ、参加希望は男子で12%、女子で4%と少なか

った。30%は男女とも参加を拒んでいるが、無記名者はいずれも

約60%と躊躇が伺える。この結果から、同センターでは本人の禁

煙意欲に関わらず、門戸を広く開いて禁煙教室への参加を勧め

ることが大事だと考えている。

（岡山大学学生の喫煙率の推移については8ページ「学生の喫煙率」を参照）

■表1：岡山大学の喫煙対策
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6月：受動喫煙防止勧告

10月：全建物内禁煙


